
（投稿様式２） 

水 土 里 レ ポ ー ト  

投稿月日 令和６年１１月１４日 

タイトル 
「スマート農業」でドローン模擬体験、－「ブロッコリ

ーの収穫」や「トラクターの試乗」を行いました。 

水土里レポーター名 長崎県山田原第２土地改良区 力野和久 

 

今年で８回目となる山田原第２地区内にある大塚小学校３年生で編成する「おおつかっ子 

探険隊」が今年もやって来てくれました。 

 初めに、隊員３８名及び引率、土地改良区の関係者など２７名。総勢６５名が参加して午前

８時１５分大塚小学校を出発し探険ポイントであるファームポンドの見学です。高さ、８．１

ｍから眺めは最高でした。次に、ＪＡ集荷場ではオートメーションによる選別作業や、氷詰め

されたブロッコリーが次々に山積されトラックに積み込まれていく様子を見学しました。今年

は、スマート農業を推進している第２地区の若手後継者によるドローンを使用した模擬農薬散

を見学しました。大人３名３０分以上かかっていた作業が８分で完了するとの事で、初めて目

にし子どもたちも驚いていました。この余った時間は、今後の農業経営の経営拡大につなげて

いくそうです。最後は、楽しみにしていたブロッコリーの収穫体験と大型トラクターの試乗体

験です。おそるおそる収穫用の鎌を持ち収穫です。１個、２個収穫し段々と上手になりました

。トラクターの試乗では自分の背丈の２倍の高さからハンドルを握り運転し畑を耕していきま

した。途中、スタンプラリー形式でクイズをしながら次のポイントに移動しました。最後に子

どもたちにインタビューすると「大型トラクター初めて乗った。楽しかった。」「ブロッコリ

ーが取れて良かった。」「ドローンの作業が早くて仕事も楽にできる」などの感想が寄せられ

楽しい体験を終えました。収穫した、ブロッコリーは各家庭の食卓に並んで今日の体験の話で

盛り上がることでしょう。 

【連絡先 山田原第２土地改良区 ０９５７―３８―６２６６】 

     

       【ドローンで農薬の模擬散布】          【大型トラクターで耕耘作業】 

             

       【おいしいブロッコリーを収獲】        【みんなでハイポーズ】 



 



 

（投稿様式２） 

水 土 里 レ ポ ー ト  

投稿月日 令和６年１２月５日 

タイトル おおつかっ子探検隊が市役所周辺に花を植えてくれました。 

水土里レポーター名 長崎県山田原第２土地改良区 力野和久 

 

 今年も残すところ1ヶカ月足らずとなり北風が冷たく感じる今日この頃です。先般、山田 

原第２地区を訪問してくれたおおつかっ子探検隊の皆さんがヒマワリプロジェクトで一緒に 

活動して頂いている吾妻町内の婦人部の皆さんと一緒になって、雲仙市役所周辺に冬の花「 

パンジー、ノースポール」の苗３００本を植え付けました。婦人部の皆さんが慣れた手つき 

で植え付け床を準備して下さりそこに花の苗を植えて行きます。探検隊３８名の手であっと 

いう間に植付けは完了し１時間程度で作業を終えることが出来ました。今年の３年生の皆さ 

んは夏はヒマワリを植え付けたり、迷路の看板を作成したり、秋にはブロッコリーの収穫や 

スマート農業の体験などをしてきました。しばらくすると市役所周辺は綺麗な花で皆さんを 

お迎えします。近くを通行の際は是非お立ち寄り下さい。 

連絡先：０９５７―３８―６２６６】 

   

【ひまわりプロジェクトの婦人部の皆さんが          【みんなで植付を行います。】 

植付の説明をしてくれました。】 

     

        【元気に育つように。】             【婦人部の皆さんとハイポーズ。】 

 


